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ご挨拶 

病院長を拝命し、2 年経過いたしました。当地域の医

療に関連する今後の方向性、ならびに、当院の近況報

告も念頭におきまして、ご挨拶とさせていただきたいと思い

ます。 

能登半島地震の災害から 1 年半経過し、当地域に

おきます自然災害に対する対策も新たな局面を迎えてお

ります。本年度から中丹東保健所が中心となり、医師

会・病院群・中丹地域の各市・消防・警察等の諸団体

が一同に参集し、保健医療福祉調整地域本部訓練が

開始されます。万が一、当地域に激甚災害が発生した

場合、機関間の密接な連携がないとさらなる被害が懸

念されます。各機関の効率的な運営が要となり、保健所

が陣頭指揮をとる体制の確立が重要であります。本年 6

月に連絡会議が開催され、10 月には実際の訓練（外

部から専門家チームとの連携を目的としております）が予

定されております。一医療機関として、今後の行政主導

の災害対策の骨子を理解していただくために、6 月 3 日

に中丹東保健所長を当院にお招きし、講演会を開催い

たしました。病院職員一人ひとりへの災害対策に関する

知識の深化を進める所存でございます。 

舞鶴市の地域医療体制の再編や統合を念頭におき

ました医療機能最適化検討会議も 2 年目に至りまし

た。市民の方々のご意見を真摯に受け止め、当会議の

委員として、良質で安心な医療体制の維持に微力なが

ら引き続き尽力する所存であります。病院運営の最大の

課題は医師・看護師を中心とした、医療従事者の確保

にあります。市内公的病院の上記従事者数が個々の病

院の見地からみても充足しているとは言い難く、より早期

の再編や統合への道筋の決定が不可欠と考えておりま

す。当院の広報誌からも、読者の皆様にどのような方向

性になろうとしているのか、一病院の立場も鑑みまして継

続的にお伝えする所存でございます。 

当院の新たなる進展もご紹介させていただきます。診

療科に関しましては、整形外科、麻酔科に各 1 名の常

勤医が赴任いたしました。ご存じのように当地域は高齢

化が進んでおります。骨折をはじめとした整形外科疾患

にさらなる対応を進めてまいります。また、外来患者さんに

は直接関係が薄いかもしれませんが、手術手技の支援に

麻酔科の拡充は当院の発展のひとつと言えます。設備に

関しましては循環器疾患に対応し、血管撮影装置２台

をリニューアルいたしました。病棟に関しても、地域包括医

療病棟を昨年 10 月から運用開始しました。地域包括

医療病棟とは、軽症・中等症の高齢者の救急搬送・入

院の受け入れ先となる病棟です。現在の医療体制の課

題として、 急性期病棟に入院した高齢者の一部の方

は、急性期の治療を受けている間に離床が進まず、日常

生活動作が低下し、在宅復帰が遅くなるケースを数多く

経験します。病気の治癒の先にある、入退院支援、 在

宅復帰を包括的に行います。地域包括医療病棟は舞

鶴市内で当院のみが導入いたしました。急性期病棟との

効果的な連携を実践し、高齢者医療に不可欠な全人

的な医療を推進する所存でございます。 

医療事情が刻刻と変化する中で、関係者の皆様方に

おかれましては、今後も引き続きご指導、ご鞭撻のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

 

令和 7 年 7 月吉日 

             舞鶴共済病院 

              病院長   沖原 宏治 



                                新たに舞鶴共済病院に赴任しました医師のご紹介をいたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

[敬称略]

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

【出身大学】 京都府立医科大学 

【専門領域】 麻酔全般 

【所属学会】 日本麻酔科学会、日本心臓血管麻酔学会 

【認定医・   麻酔科標榜医、日本専門医機構麻酔科専門医、 

専門医等】 日本麻酔科学会認定医・指導医 

 

 

 

 

【出身大学】 川崎医科大学 

【専門領域】 整形外科 

【所属学会】 日本整形外科学会、人工関節学会 

【認定医・   整形外科専門医、リウマチ認定医、 

専門医等】 運動器リハビリテーション医、産業医 

 

 

 

 

【出身大学】 福井大学 

【専門領域】 産婦人科領域一般 

【所属学会】 日本産婦人科学会、日本周産期・新生児医学会、 

日本婦人科腫瘍学会、日本産科婦人科内視鏡 

学会 

【認定医・   日本産科婦人科学会専門医 

専門医等】 

 

 

 

【出身大学】 京都府立医科大学 

【専門領域】 消化器外科、一般外科 

【所属学会】 日本臨床外科学会、消化器外科学会、 

日本腹部救急医学会、日本胃癌学会、 

日本外科学会、日本癌学会、日本癌治療学会、 

日本食道学会、胸部外科学会 

【認定医・   外科専門医 

専門医等】 

 

 

 

 

【出身大学】 山梨大学 

【専門領域】 泌尿器科一般 

【所属学会】 日本泌尿器科学会、 

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会 

【認定医・   Da Vinci surgical system 術者認定 

専門医等】  
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上林 昭景 
かんばやし あきかげ 

大橋 崇史 
おおはし たかし 

伊藤 太郎 
いとう たろう 

荒川 宏 
あらかわ ひろし 

矢木 裕也 
やぎ ゆうや 

安全で快適な周術期管理

を提供できるよう、全力で頑

張りますのでよろしくお願いい

たします。 

2025 年 4 月 1 日より舞鶴

で勤務することになりました。

皆様の足、腰、骨を元気に

していきます。よろしくお願い

します。 

受診される方が安心して医

療と分娩を受けられるように

診療いたします。 

京都府立医科大学附属病

院より転勤してきました。専

門は消化器外科ですが、外

科全般を診させて頂きます

のでよろしくお願いします。 

麻酔科                                     令和 7 年１月１日採用 

泌尿器科                                    令和 7 年 4 月１日採用 

消化器外科                                  令和 7 年 4 月１日採用 

産婦人科                                    令和 7 年 4 月１日採用 

整形外科                                    令和 7 年 4 月１日採用 

疾病や症状に対して丁寧に

対応してまいります。 



⼤腸CT検査
CT colonography

⼤腸内視鏡のように多量の下剤を飲む必要がなく、

  検査時間も10分程度で⾝体的苦痛が少ない。

⼤腸内視鏡の挿⼊が困難な症例でも検査可能。

単純CT検査同様、肝臓・胆嚢・膵臓・脾臓・腎臓

  および⾻盤内臓器の画像診断も可能。

進⾏がんであればリンパ節転移がわかる。

放射線技術科

医療被曝が⽣じる。

⼤腸内視鏡と⽐較して平坦な病変や5mm以下の

  ポリープ様病変の描出精度は劣る。

前処置が不⼗分な場合、検査の精度が悪くなる。

組織の採取ができないため、病変が⾒つかった際に

は⼤腸内視鏡が必要になる。

国⽴がん研究センターの調べによると、2021年の部位別がん死亡率は

『⼤腸がん』が⼥性の第1位で、男性でも第2位となっています。

1年間で15万⼈が罹患しており年々増加傾向にある中、年間で5万⼈が

亡くなられています。全国に先駆けて当院では2014年から⼤腸CT

検査を開始し、検査数は10年間で約4000件であり、関⻄圏では1位、

全国でも5位以内となっています。2021年には⼤腸CT検査技術施設の

認定を取得し、⼤腸CT検査技師の資格を持つ技師が検査を⾏います。

⼤腸CT検査の流れ

⻑所 短所

大腸CT検査食を食べ
寝る前に下剤を飲む

検査前⽇ 検査当⽇

炭酸ガスで大腸を
膨らませCTで撮影

撮影したCTデータを
3D解析して診断する

╋━━━━━━━━【⼤腸CT検査の流れ】━━━━━━━━╋
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臨床検査  輸血部門のご紹介  

献血から病院まで  

ボランティアから得られた貴重な血液は HBV、HCV、HIV、HEV の

４種のウイルスを高感度に検出する核酸増幅検査や血清学的検

査等が行われています。これに合格した血液は成分ごとに分離が行

われて血液製剤になり、医療機関から患者さんに届けられます。 

輸血用血液の管理と保管  

日本赤十字血液センターへの発注と供給された輸血用血液

製剤（献血からの血液）を適正に温度管理された専用保

冷庫等で保管・管理を行っています。 

自己血の保管・管理 

待機的手術を予定されている患者さんの院内で採血された

自己血の保管・管理を行っています。必要に応じて自己血全

血の分離作業を行い、各種自己血製剤（全血・MAP・

FFP・血小板・クリオ）を適正に専用保冷庫等で保管・管理

を行っています。 

 

 

当院では自分の血液からフィブリン糊作成を行っています。 

このフィブリン糊を作成する機器は全国で約 50 施設のみしか

導入されておらず、京都府内では当院のみです。 

フィブリン糊は手術部位を早く接着して血液が漏れ出すのを

防ぎ、術後の回復をよくするために使用されます。市販のフィブ

リン糊も販売されていますが、自分の血液から作るフィブリン糊

はアレルギーや感染症のリスクが少なく、十分な量を作成する

ことができます。 

 

血液型検査  

ABO血液型や Rh血液型を調べます 

不規則抗体検査 

ABO血液型以外の血液型に対して抗体

がないかを調べます。妊娠・出産によって

産生されます 

交差適合試験（クロスマッチ） 

輸血による重篤な副作用が起こらないよう

に、患者さんの血液と輸血用血液との適

合性を調べる検査です。安全で有効な輸

血療法を実施するうえで大変重要な検査

です 

 

A型 B型 

40％ 20％ 

O型 AB型 

30% 10% 

日本人の血液型割合 

＜主な血液製剤＞ 

*赤血球製剤 

*新鮮凍結血漿製剤 

*血小板製剤 

*血漿分画製剤 
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『看護の日』を知っていますか？ 

看護の日・看護週間とは・・・・・ 

 毎年 5 月 12 日は「看護の日」21 世紀の高齢者社会を支えていくためには、看護の心、 ケアの心、

助け合いの心を、私たち一人ひとりが分かち合うことが必要です。こうした心が、老若男女を問わず誰もが

育むきっかけとなるよう、 近代看護を築いた  フローレンス・ナイチンゲール の誕生日にちなみ 5 月 12

日に制定されました。そして、12日を含む週の日曜日から土曜日までが「看護週間」です。 

 

        （健康相談など） 

 

当院の中央廊下で開催した様子  （血圧測定・身体測定） 

 

 

 

 

 

5 月 5日は、WHO が手指衛生を呼びかける記念日です。当院でも、院内感染対策チームが中心

となりキャンペーンを実施。職員から手指衛生にかかわる川柳を募集し、優秀作品を詠んだ職員に表彰

状等が贈呈されました。当院初の取り組みでしたが、74 句の応募があり盛り上がりました。 

看 護 の 日 

 

５月5日は手指衛生の日   

       手指衛生に関する“川柳” 



 

令和 7年度 災害対策講演会 を開催しました 

 

 

 

 

 

 令和７年６月３日（火）中丹広域振興局健康福祉部部長 兼 京都府中丹東保健所所長 笹島浩泰先生を講師

としてお招きし、令和７年度災害対策講演会を開催しました。 

『激甚災害で設置される保健医療福祉調整地域本部の役割』と題し、大規模災害において被災施設の拠り所となる「保

健医療福祉調整地域本部」の役割についてレクチャーいただきました。令和６年１月１日に発生した能登半島地震で「災

害時健康危機管理支援チーム（DHEAT）」として被災地の復旧・復興にあたられた際の貴重なお話を聞かせていただき、

講演終了後の質疑応答においては、舞鶴市で災害が発生した場合の課題や災害時のトイレ対策について等も話題にあがり、

講演の１時間が短く感じる充実したものとなりました。 

会場には院外関係者の方々も含め計 75 名に参加いただき盛況のうちに終了しました。 

今後も災害対策に努めるとともに、このような講演会を企画していきたいと考えております。 

                                                     災害対策委員会 事務局 

 

 

 

  

『激甚災害で設置される保健医療福祉調整地域本部の役割』 
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